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1. 背景 

情報通信技術の無線化が進み、スマートフォンなどのデバイスの無線給電技術が発展して

いる中でレーザと受光デバイスを用いる光無線給電 (Optical Wireless Power Transmission; 

OWPT) が注目されている。CIGS 太陽電池は直接遷移型半導体であり、高効率化と低コスト

化を両立できる可能性がある為、光無線給電用受光デバイスとして期待されている。本研究で

は、過去に報告した 1064 nm[1]に加えて、635 nmと 1208 nm のレーザ光を CIGS 太陽電池照

射し、その光電変換効率の温度依存性を調査したので報告する。 

2. 実験方法 

図 1 に実験概要図を示す。635nm, 1208 nmのレーザ

光を 15 mm×15 mm の開口マスクを通して CIGS太陽

電池に照射した。このとき、CIGS 太陽電池の温度を

20 ℃から 60 ℃の間で変化させ、照射パワー強度 Pin

を 635 nmでは 500 mW、1208 nmでは 200 mWに固定

し太陽電池の最大出力電力 Poutを測定することで、光

電変換効率 ηpv = Pout / Pinを算出した。 

3. 結果と考察 

 図 2 に CIGS 太陽電池の光電変換効率 ηpvの温度による

変化率を示す。 20℃から 60℃にかけての ηpvの低下率が

635 nmレーザ光照射では 20%程度となったが、1208 nmや

1064nm照射では約 10%に留まった。真夏の太陽光下では

シリコン太陽電池の変換効率が 20-30％低下する事を考え

ると、CIGS 太陽電池は近赤外レーザ光照射下で ηpv の高

温時の低下は少なく、光無線給電システムへの応用が期待される。 
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Fig.2. ηpv vs. Temperature 

Fig.1. Experimental configuration 
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